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31046 慢性期看護実習
Chronic Patient Nursing Practicum 

３年次～
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６単位
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N必

看護（Ｎ）

小児・成人・老年期を対象にした病院・施設での臨地実習

先天性疾患や生活習慣病等で、慢性的な経過をとる疾病などにより健康状態に問題を持つ小児・成人・老年期に
ある対象の身体的・心理的・社会的反応をアセスメントし、健康回復および保持増進を目指した看護活動を実践
的に学習します。

1.実習目標
①発達段階をふまえて慢性期にある対象の特徴を説明でき
る。
②対象の身体・心理・社会的側面をアセスメントし統合的に
説明できる。
③看護計画を立て個別性をふまえて看護実践をする。
④実践した看護に対する評価を行う。
⑤自己の看護観を表現する。
⑥医療保健チームの役割について説明する。

２．実習方法
　実習科目は、小児看護学１単位、成人看護学３単位
老年看護学２単位の計６単位。
　平成２０年度の実習時期は、７月～１２月。詳細な
説明は、実習開始全オリエンテーション（全体・科目
毎）で実施予定。
　各個人の実習予定は年度初めに実習計画配置表によ
り提示する。

参考書を各教員より随時紹介します。

各実習科目の評価と総合評価
いずれも実習内容・態度・意欲・記録等が対象になります。

事前学習・課題学習を十分にしましょう。個人の健康管理と社会的マナーに留意しましょう。

http://www.icc.ac.jp/


